
  

令和７年度 第２回安曇野市自転車活用推進協議会 会議概要 

１ 会 議 名     安曇野市自転車活用推進協議会  

２ 日  時     令和７年12月25日（木） 午前10時から午後11時30分まで  

３ 会  場     安曇野市役所 会議室306  

４ 出 席 者     新井委員、太田委員、平林委員、宮崎委員、小林可奈子委員、松島委員、藤澤委員、小林

毅委員、伴野委員、佐藤委員、二木委員 

５ 欠 席 者     半崎委員、磯野委員、熊井委員 

６ 市出席者(事務局) 黒岩部長、丸山課長、中田係長、佐々木主査 

７ 公開・非公開の別 公開  

８ 傍聴人      なし  

協  議  事  項  等 

【次第】                                           

１ 開会 

２ 商工観光スポーツ部長あいさつ 

３ 自己紹介 

４ 役員の選出について 

５ 会長、副会長のあいさつ 

６ 会議事項 

  ⑴ 淡路島サイクリングコースの視察報告について 

 【資料１－１】、【資料１－２】、【淡路島サイクリングマップ】 

  ⑵ 協議会の今後の日程について 

    【資料２】 

  ⑶ その他 

７ 閉会 

役員の選出について 

事務局 

 

 

 

 

全委員 

安曇野市自転車活用推進協議会設置要綱第５条の規定により会長・副会長は委員の互選により

選任となっている。立候補される方は挙手をお願いする。 

立候補者がいないようなので、事務局案として会長に新井委員、副会長に太田委員を推薦した

いがいかがか。 

 

異議なし。 

 

【会議事項】 

⑴ 淡路島サイクリングコースの視察報告について 

 

 

委員１ 

 

 

 

 

事務局 

 

 

 

委員２ 

 

 

 

 

 

事務局 

 

委員２ 

＜事務局から説明＞【資料１－１】、【資料１－２】、【淡路島サイクリングマップ】 

 

 以前の協議会で、県外者が自転車を持参して車で安曇野市に来られた際の駐車スペースを用意

した方がよいかとの意見をさせていただき、実際に市に無料の駐車スペースを確保していただい

た。淡路島に駐車場はあるが、無料駐車場は無いことを考えると安曇野市の無料駐車場確保は来

訪者にとって大きなメリットとなる。この無料駐車場をさらにPRするべきである。 

 

 前回の協議会でもさらにPRしていくべきとのご意見をいただいたことから、観光協会様に相談

し、現在はHPに同無料駐車場についての説明リンクを掲示していただいている。さらなるPRにつ

いて今後事務局でも検討を行う。 

 

 先日新聞に、短い距離の安曇野市サイクリングコースを望む声があるという記事が掲載されて

いた。市民向けということで20～30キロのコース設定となっているが、一方でアワイチ、ビワイ

チ、イズイチといった100キロを超える長距離のコースを走破することで達成感を得る人もいる。

長距離を走破したい人向けにも例えばアズミノイチといったような長距離コースを設定してみる

のはどうか。 

 

 参加委員からの意見を聞かせていただきたい。 

 

 A、B、Cコースをつなげて新たなネーミングのコースを作成するなど、既存のものを活かした仕



 

 

 

 

 

事務局 

 

 

 

 

 

会長 

 

事務局 

 

事務局 

 

 

委員１ 

 

 

 

委員３ 

 

委員４ 

 

 

 

 

 

 

事務局 

組みづくりをしてみるのも良いのではないか。 

 また、既存コースに設置してある矢羽根について、道路端にあるため土砂で隠れてしまった

り、矢羽根が示す先が道路の真ん中を通っていたりする。子どもが道路の真ん中を通ったりする

と危ないと感じたことから、矢羽根の現状についてこの場でご報告をさせていただいた。 

 

 議会答弁でも、既存のコースを活用しながら短いコース設定について検討したいと発言させて

いただいた。今後皆様から意見を聞きながらコースを検討していく。その中で長距離のコースに

ついてもご意見を頂きたいと思う。 

 矢羽根は、定期的にメンテナンスを行っているが、ずれている部分については担当部局と協議

しながら対応していく。 

 

 実際交通事故発生の報告はあるか。 

 

 承知しておりません。 

  

 先ほど委員１から意見があった情報発信の方法について、皆様からより有効なツール等があれ

ば教えていただきたい。 

 

 宿泊関係を確認するために観光協会のHPを確認する人が多いと感じる。協会HPで安曇野市内の

宿泊のキャパシティが分かるようなシステムがあればよりHPを見る人が増加すると思われる。こ

の点を積極的に絡めていければと感じる。 

  

 今日このような意見があったことは観光協会内部で共有したい。 

 

 サイクリングマップについて、市が作成していない安曇野市内のサイクリングマップを複数持

っているが、内容が似通っている。ロゲイニングに参加すると今まで知らなかった町のことを改

めて知ることができる。市民向けに短いマップを作るのであれば、市内のことを市民が改めて知

ることができるようなコースにした方がよいと感じる。また、梓川から高瀬川に向けた100キロ前

後のコースがあってもよいと思うので、長短二つのコースを検討していくのが良いのではない

か。 

 

 検討を行う。 

 

⑵ 協議会の今後の日程について 

 

 

委員５ 

 

 

事務局 

 

 

 

 

委員５ 

 

 

＜事務局から説明＞【資料２】 

 

 第二次計画策定の出発点は市民アンケートだと感じる。ここにいる委員の皆様の考えや専門家

の意見など、スタートに向けた部分をどうしていくかについて教えていただきたい。 

 

 これまでの協議会で挙がった課題や現状等を再度確認したうえ、計画策定の専門業者とともに

市民アンケートを進めていく予定である。また、市民アンケートとは別に委員の皆様からご意見

をいただきながら進めていきたいと考えている。どのような対象にどのようなアンケートを取っ

たらいいかということは改めてご相談をさせていただきたい。 

 

 市民の皆様の意見や、公募で協議会に参加していただいている委員の方の意見も反映していく

ことが重要だと感じる。 

⑶ その他 

事務局 

 

 

 

 

 

 

 

〇安曇野市サイクリングコースプロモーションビデオの作成について 

 安曇野市サイクリングコースの利用促進のため、スポーツ推進課でプロモーションビデオを作

製した。安曇野市HPや公式ユーチューブチャンネルにおいて公開しており、安曇野市観光協会様

や一般社団法人MSJ様のご協力により、同協会、同法人のHPにおいても現在公開をしていただいて

いる。委員の皆様には、同ビデオを積極的に話題にし、広めていただきたい。 

今後も、これまで協議会の課題となっていた「安曇野市サイクリングコースの利用促進」につ

いて委員の皆様と協力して進めていきたいと考えているため、ご理解とご協力をお願いしたい。 

 



委員５ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

委員２ 

 

 

委員５ 

 

 

委員４ 

 

 

委員２ 

 

 

 

委員１ 

 

 

副会長 

 

会長 

 

 

事務局 

 

 

 

〇アルプス安曇野センチュリーライドについて 

 改めてイベント内容についてご紹介をさせていただきたい。 

このイベントは４月と５月に開催するイベントであり、次回で18回目となる。松本をスタート

して白馬で折り返して160キロ（センチュリーマイル）を走るためセンチュリーライドという名前

である。他地域でも開催されている。交通ルールを守って走っていただき、レースではないため

交通規制もない。 

以前松本市で参加者にアンケートをとったところ、１泊が51％、２泊が38％という結果とな

り、最大４泊の方もいらっしゃった。延べ宿泊数は約3,200泊となり、地域への経済効果は非常に

大きいものである。参加者に話を聞くと、土曜日に受付をして松本に宿泊し、日曜日は午後５時

頃までかけてイベントに参加し、イベント後は安曇野や大町周辺の温泉に泊まって帰るという参

加者が多いように感じる。 

やはり地域に行きたくなる魅力のあるイベントなどきっかけづくりが重要である。一度魅力を

知るとその後も異なる季節で来ていただき、なじみの宿に泊まるといった継続的に来ていただく

仕組みが出来る。この地域が好きになり移住したという方もいらっしゃった。 

 株式会社未来図は、イベントをきっかけとして、この地域へのリピーターになる人が増え、そ

のことが地域経済の発展につながればと考えてイベントを開催している。この地域はとても魅力

が高い地域である。 

自転車活用推進計画では、普段乗らない人をターゲットにしている部分が多いと思うが、高価

な自転車を持参してイベントに参加している人の目線も取り入れてみてはどうかと思う。来年マ

ウンテンバイクコースにて全国大会が開かれるのはすごいことであるので、大会単発で終わらせ

ずその後も盛り上がっていけるよう行政支援をお願いしたい。 

 

道路交通法では自転車は１列でないと走れないと決まっているが、安曇野市では例えば並走し

ても可とする区間を設けてみると人を呼び込めるきっかけとなるのではないかと感じる。 

 

世界的に見たら並走はよくあることであり、日本では１列としている。もし並走ができる区間

があれば良いのではないか。 

 

ベルギーでは３列、４列が当たり前であり、自転車先進国（オランダ・ベルギー・デンマーク

など）でも２列・３列が当たり前である。自転車専用道では３列・４列も見受けられる。 

 

いい景色に出会った時の感動など、側で他人と共有をしたいものだが、自転車だと縦列であり

声が届かない。並走出来たら感動を共有できる。簡単に実現できるものではないが是非実現に向

けた取組を行政にお願いしたい。 

 

あの場所に行けば自転車で楽しく走れるといった場所を作れば、自然と人は集まるようにな

る。 

 

拾ヶ堰沿いなどそのように整備してみてはどうか。 

 

歩行者天国のように規制をかけて、一時的に自由に走行できる区間などを設けてみても良いの

ではないか。 

 

非常に興味深い意見であるが、行政として行うとすると政治や国との絡みもあり非常にハード

ルが高い。特区を設けるという方法もあるが、別のアプローチの方法を考える必要があると感じ

る。 

 

10時15分 了  

 



令和７年度 第２回 安曇野市自転車活用推進協議会 会議次第 

 

 

 

 

 

１ 開 会 

 

 

２ 商工観光スポーツ部長あいさつ 

 

 

３ 自己紹介 

 

 

４ 役員の選出について 

 

 

５ 会長、副会長のあいさつ 

 

 

６ 会議事項 

  ⑴ 淡路島サイクリングコースの視察報告について 

… 【資料１－１】、【資料１－２】、【淡路島サイクリングマップ】 

  ⑵ 協議会の今後の日程について 

    … 【資料２】 

  ⑶ その他 

 

７ 閉 会 

 

 

令和７年 12 月 25 日（木） 

午前 10 時から 

会場：共用会議室 306 

 



  資料１－１ 

 

 

令和７年 12 月 25 日 

 

淡路島サイクリングコースの視察報告について 

 

 令和４年度に商工観光スポーツ部観光課・スポーツ推進課及び安曇野市観光協会が、当時

検討していたサイクリングガイド育成や安曇野市サイクリングコースマップ制作に向け、

淡路島サイクリングコース及び同コースにおけるガイド付きツアーの視察を行った。 

その結果について下記のとおり報告する。 

 

記 

 

視察概要 

シェアサイクル（E-BIKE）を利用してのガイド付きツアーを体験した。また、サイクリ

ングコースの整備状況（矢羽根等）の視察を行った。 

 

視察日時 

令和４年 11 月 22 日(火) 

 午前 11 時～午後２時 ガイドツアー 

午後２時～午後３時 ヒアリング 

 

視察場所 

兵庫県淡路市（対応店舗：CYCLISM AWAJI） 

 

視察結果・所感 

・事前にツアールートの希望を店側が聞き取り、ルートプランニングを行った。今回は、安

曇野市のポタリングをイメージし、平坦なルートで３時間のルートとした。 

・E-BIKE などスポーツタイプの自転車に乗り慣れない方のために、装備の説明や柔軟体操、

またハンドサインの確認を入念に行った。ママチャリに乗り慣れている人はスポーツタイ

プも同様に乗り込もうとし転倒してしまうことがあるようで、お客さん・自転車のためにも

初心者向きの説明は重要であると感じた。 

・道の整備（矢羽根や自転車通行帯）はあまりされておらず、道幅も狭い箇所が多いため、

停止や注意、寄るといったハンドサインが重要となった。 

・既に様々なサイクリングコースが設定されているが、淡路島を小さいと思い淡路島１周を



  資料１－１ 

 

 

敢行される方もいる。結局時間内に戻れないこともあるようで、時間や距離の配分、またス

ポット説明などはガイドがいてくれる方が良いと感じた。 

・今回ツアーをしていただいた店舗では、ガイドは 1～2 ヶ月に１回程の申し込みで、主は

レンタサイクル業とのことであった。日本人よりもインバウンドの方に需要があるとのこ

と。 

・今回視察した淡路島サイクリングコースは、島全体に様々なコースが存在し、自身の体力

にあわせて走行するコースを設定する。島を一周する通称「アワイチ」は、全長 150km の

コースとなる。今回利用した「淡路島サイクリングマップ」は、今年度作成中の安曇野市サ

イクリングマップの参考とさせていただく。 

 ⇒安曇野市サイクリングコースマップにサイクルオアシスのアイコンや高低差などを記

載する等、参考にさせていただいた。 

・今回は 20km ほどのツアーであったが、走ったコースは道幅も狭く、矢羽根や自転車通行

帯などは設置されていなかった。兵庫県では「アワイチ」の距離看板の設置は進めているが、

道路の整備は追いついていない。 

・紙のマップでは細かいルートが案内できないため QR コードの併記があった。兵庫県が

作成しているマップは RidewithGPS であったが、ツアーガイドからは GoogleMAP の方が

使いやすと指摘があった。 

 ⇒安曇野市サイクリングマップではグーグルマップでもコースを確認可能とし、マップ

にグーグルマップの QR コードを記載 

・淡路島は道幅が狭いため、「自転車専用通行帯」は設置できず、矢羽根「自転車走行指導

帯」の整備を今後進めていくとのこと。ガイドから、「矢羽根があることで、自動車の幅寄

せは減少したと思うので有効ではないか」との意見があった。 

 ⇒道路幅が狭い安曇野市でも、安曇野市サイクリングコース上の市道全てに矢羽根を設

置することとした。 



  資料１－２ 

 

1 

 

 

サイクルショップ シクリズムアワジ コース説明 自転車操作説明 

レンタル E-BIKE 
『アワイチ』案内看板 『アワイチ』案内看板 







  資料２ 

 

令和７年 12 月 25 日 

 

第二次自転車活用推進計画策定にむけた今後の予定 

 

 

〇第二次自転車活用推進計画の策定に向けて 

 令和９年度で現行の自転車活用推進計画の計画期間が終了となるため、令和８年度から

次期計画の策定に向けた取組を開始する。取り組みは下記の内容を予定している。 

 

１ 市民アンケートを実施（令和８年４月～令和９年３月） 

2,000 通を想定。ランダムに抽出された市民にアンケート用紙を郵送しアンケー

ト結果をもとに、自転車利用の現状と課題等について分析を実施する。 

 

２ 第二次計画案の策定（令和９年４月～11 月） 

アンケート結果をもとに、基本方針、基本施策の内容について、推進協議会で随

時お諮りしながら策定していく。 

 

３ パブリックコメントの実施（令和９年 12月～令和 10 年１月） 

市 HP 等にてパブリックコメントを実施し、計画案に対しての意見を募集する。 

 

４ 議会報告（令和 10年３月） 

パブリックコメントをもとに計画案の修正を行う。 

修正案を令和 10年３月議会にて報告のうえ、第二次自転車活用推進計画を策定。 

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

令和８年度

市民アンケートを実施 現状・課題の分析

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

計画案

修正

議会報告

計画策定

令和９年度

基本方針、基本施策の策定
パブリック

コメント


